
●平成２８年度取組状況表 ※(赤字：平成29年フォローアップに係る時点更新箇所)

項目 事項 内容 課題 関東地方整備局 内閣府 水資源機構 気象庁 東京都 千代田区 中央区 港区 文京区 台東区 墨田区 江東区 北区 荒川区 板橋区 足立区 葛飾区 江戸川区

取り組
み方針

・優先的に実施する
堤防整備として橋梁
部周辺対策を実施
【平成31年度】

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

H28取
組状況

橋梁部周辺部の局
所的に堤防が低い
箇所の暫定対策を、
３箇所で実施

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

取り組
み方針

・荒川水系河川整備
計画に基づき整備を
実施【引き続き実
施】

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

H28取
組状況

必要な堤防断面を
満たしていない区間
の堤防のかさ上げ
や堤防の拡幅を実
施

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

取り組
み方針

・荒川水系河川整備
計画に基づき整備を
実施【引き続き実
施】

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

H28取
組状況

・京成本線橋梁架替
のための地元説明
及び用地測量を実
施

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

項目 事項 内容 課題 関東地方整備局 内閣府 水資源機構 気象庁 東京都 千代田区 中央区 港区 文京区 台東区 墨田区 江東区 北区 荒川区 板橋区 足立区 葛飾区 江戸川区

取り組
み方針

― ― ― ― ・避難者等が集まり
やすい公園や広場・
駅前等に小型のス
ピーカーを設置し、
一時的な屋外滞留
者を対象に地域の
情報を放送する。
【平成28年度～】

・防災用高所カメラ
の更新及び増設を
行う。【平成28年度】

・防災行政無線の難
聴対策として、ケー
ブルテレビ回線を利
用した屋内設置型
の放送端末の導入
のほか、防災行政
無線と同内容の音
声が聞ける防災ラジ
オの普及を図る。
【平成28年度～】

・防災行政無線設置
の難聴エリアを解消
するため、屋外ス
ピーカーの増設・移
設を行う。【引き続き
実施】

・防災行政無線のデ
ジタル化を進めてい
く。

・固定系無線システ
ムのデジタル化への
移行と、防災無線及
び各情報提供システ
ムの再構築を実施
する。【平成28年度
～】

・防災行政無線子局
の整備を計画的に
進めている。【引き
続き実施】

・防災無線の難聴対
策として、デジタル
屋外スピーカー増
設、自動音声サービ
スや戸別受信器を
導入
・垂直避難施設の確
保【平成28年度～】

・より多くの区民が
防災無線を聞けるよ
う、無線機器の調整
を随時行うとともに、
適宜、機器の更新を
進めていく。
【引き続き実施】

・防災無線の増設等
を適宜実施してい
く。(平成25～27年度
で60カ所増設済）
【実施済み】

防災行政無線のデ
ジタル化に向け、平
成28年度に設計委
託、29～32年度に工
事を予定している。
【引き続き実施】
・区内を流れる河川
に定点カメラ５台、水
位観測機器６台を設
置し常時状況を確認
している。【実施済
み】

・自治町会とマンショ
ンが水害時の一時
避難に関する協定を
締結できるように、
継続して支援してい
く。【引き続き実施】

・区民等への情報伝
達手段の基幹となる
防災行政無線のデ
ジタル化や、補完手
段として、メールサー
ビス、区公式ツイッ
ター、FMえどがわ等
により機能強化を図
る。【引き続き実施】

H28取
組状況

― ― ― ― ― 防災行政無線を１機
増設。

・区施設の屋上に設
置していた高所カメ
ラをパソコンで統制
できるネットワークカ
メラに更新し、新た
に区内民間ビルの
屋上（１ヵ所）に設置
することで、情報収
集体制の強化を
図った。
・防災行政無線のデ
ジタル化に向けた基
本設計の実施。

屋内設置型の防災
行政無線放送設備
の普及を図ってい
る。

浸水想定区域を踏
まえ、屋外スピー
カーの増設・移設の
必要性について検
討している。

防災行政無線のデ
ジタル化に向けた基
本設計の実施

固定系無線システ
ムのデジタル化への
移行と、防災無線及
び各情報提供システ
ムの再構築を進め
ている。

・防災行政無線子局
の増設（３基）を実施

防災無線の難聴対
策として、デジタル
屋外スピーカー増
設、自動音声サービ
スや戸別受信器の
導入・配備について
実施済

・防災無線の調整は
随時行っており、今
後、防災情報システ
ムのデジタル化にあ
わせ効率的な機器
の更新を図ってい
く。【引き続き実施】
・避難先について
は、指定緊急避難
場所を指定し、大規
模氾濫時における
緊急避難先を確保し
た。

・防災無線の増設等
を適宜実施してい
く。(平成25～27年度
で60カ所増設済）
【実施済み】

防災行政無線デジタ
ル化実施計画書等
を作成

民間集合住宅の近
隣住民等が、水害
発生時に民間集合
住宅へ一時的に避
難できるようにする
た　めの協定を、自
治町会と民間集合
住宅との間で締結で
きるように、ガイドラ
インを作成し、継続
して支援している。

防災行政無線のデ
ジタル化を継続中。

取り組
み方針

・設置箇所の検討を
行い、必要に応じて
設置【平成28年度
～】

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

H28取
組状況

H29出水期までに四
ツ木橋に量水標を
設置するために設
計を実施

― ― ― ― ― ― ―

取り組
み方針

・システムの整備を
行い継続的に改良
を実施【平成28年度
～】

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

H28取
組状況

H29出水期までにシ
ステムを改良するた
めに検討を実施中

― ― ― ― ― ― ―

取り組
み方針

― ― ― ― ― ・地下駐車場入口に
止水板を設置済み。
【実施済み】

・庁舎の耐水対策を
検討する。【平成28
年度～】

・止水板等は準備し
てあるが、今後、浸
水防止のための新
たな資機材の導入
の検討を行う。【平
成28年度～】

・庁舎の非常用電源
の２階以上への設
置及び庁舎の止水
対策の強化を検討
中

・区本庁舎において
は、止水板を設置済
【実施済み】

・区本庁舎において
は、止水板を設置済
【実施済み】

・防災センターにお
いて、1階入り口に
角落としを設置して
いる。非常用電源は
防水扉を設置し、耐
水対策を行ってい
る。【実施済み】

・区庁舎は高台のた
め特別な対策はなし

・本庁舎において、
想定される浸水深に
基づき、防災行政無
線起動のための非
常用仮設電源ルート
を2階以上に設定
・備蓄物資を本庁舎
8階に配備
【実施済み】

・庁舎の施設管理者
が、耐水対策の確
認を実施している。
【実施済み】

・庁舎及び自家発電
装置の耐水化につ
いて、本庁舎の各入
口に、止水板が設置
できる構造となって
いる。
・浸水した場合に備
えた排水ポンプを設
置済みである。【実
施済み】

・庁舎の施設管理者
が、耐水対策の確
認を実施している。
【引き続き実施】

・本庁舎については
浸水深以上の2階に
非常用電源を確保。
・小中学校改築の際
は体育館や防災倉
庫を２階に整備する
等の対応を検討して
いる。【引き続き実
施】

H28取
組状況

― ― ― ― ― 地下駐車場入口に
止水板を設置済み。

非常用の防災無線
を本庁舎の上階に
設置済み。【実施済
み】

新たな浸水防止設
備の導入を検討

引き続き、庁舎の非
常用電源の2階以上
への設置及び止水
対策の強化につい
て検討している。

・区本庁舎において
は、止水板を設置済
【実施済み】

区本庁舎において
止水板を設置してい
る。【実施済み】

・防災センターにお
いて、1階入り口に
角落としを設置して
いる。非常用電源は
防水扉を設置し、耐
水対策を行ってい
る。【実施済み】

・本庁舎において、
想定される浸水深に
基づき、防災行政無
線起動のための非
常用仮設電源ルート
を2階以上に設定
・備蓄物資を本庁舎
8階に配備
【実施済み】

・庁舎の施設管理者
が、耐水対策の確
認を実施している。
【実施済み】

実施済み 庁舎の施設管理者
が、耐水対策の確
認を実施している。

小中学校改築の際
は水害を想定した対
応（体育館を２階に
設置、テラスなどで
避難しやすい構造、
救助ボートが施設に
着岸しやすい構造）
を検討。

１）洪水を河川内で安全に流すための取組
■洪水を河川内で安全に流す対策

U
橋梁対策等の
実施

円滑かつ迅速な
避難に資する施
設（避難先、防
災行政無線等）
を整備

E

２）大規模氾濫に対する被害軽減のための取組　①命を守るための迅速かつ的確な避難行動のための取組
■基盤整備

優先的に実施
する堤防整備
(橋梁部周辺対
策)

堤防整備

U

T

簡易水位計や
量水標等の設
置 K

長期的な水位
予測が可能なシ
ステムの整備

B
C
D

Q

浸水時の災害
対応継続のた
めの対策（庁舎
の耐水対策等）
を実施

資料３②

1/8



●平成２８年度取組状況表 ※(赤字：平成29年フォローアップに係る時点更新箇所)

項目 事項 内容 課題 関東地方整備局 内閣府 水資源機構 気象庁 東京都 千代田区 中央区 港区 文京区 台東区 墨田区 江東区 北区 荒川区 板橋区 足立区 葛飾区 江戸川区

資料３②

■広域避難を考慮したハザードマップの作成・周知等

取り組
み方針

・荒川水系洪水浸水
想定区域図の公表
【実施済み】

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

H28取
組状況

・平成28年5月に荒
川水系洪水浸水想
定区域図の公表済
み

― ― ― ― ― ―

取り組
み方針

・氾濫シミュレーショ
ンを公表【平成28年
度】

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

H28取
組状況

・平成29年出水期ま
でに氾濫シミュレー
ションを公表するた
めに作成作業を実
施

― ― ― ― ― ―

取り組
み方針

・作成に必要な情報
の提供及び策定を
支援【平成28年度
～】

・「洪水・高潮氾濫か
らの大規模・広域避
難検討ワーキンググ
ループ」において、
大規模かつ広域的
な避難の在り方等に
ついて検討する。
【平成28年度～】

・作成に必要な情報
の提供及び策定を
支援を行う。【平成
28年度～】

・作成に必要な情報
の提供及び策定を
支援【平成28年度
～】

・中央防災会議の
「洪水・高潮氾濫か
らの大規模・広域避
難検討ワーキンググ
ループ」において検
討する。【平成28年
度～】

・関係機関と連携
し、広域避難場所や
避難方法等につい
て検討していく。【平
成28年度～】

・関係機関と連携
し、広域避難場所や
避難方法等につい
て検討していく。【平
成28年度～】

・関係機関と連携
し、広域避難場所や
避難方法等につい
て検討していく。【平
成28年度～】

・関係機関と連携
し、広域避難場所や
避難方法等につい
て検討していく。【平
成28年度～】

・関係機関と連携
し、広域避難場所や
避難方法等につい
て検討していく。【平
成28年度～】

・「江東５区大規模
水害対策協議会」に
おいて策定した対応
方針に基づき、「江
東５区広域避難推
進協議会」を立ち上
げ、広域避難の具体
化に向けた検討を行
う。【平成28年度～】

・「江東５区大規模
水害対策協議会」に
おいて策定した対応
方針に基づき、「江
東５区広域避難推
進協議会」を立ち上
げ、広域避難の具体
化に向けた検討を行
う。【平成28年度～】

・関係機関と連携
し、広域避難場所や
避難方法等につい
て検討していく。【平
成28年度～】

・関係機関と連携
し、広域避難場所や
避難方法等につい
て検討していく。【平
成28年度～】

・関係機関と連携
し、広域避難場所や
避難方法等につい
て検討していく。【平
成28年度～】

・「江東５区大規模
水害対策協議会」に
おいて策定した対応
方針に基づき、「江
東５区広域避難推
進協議会」を立ち上
げ、広域避難の具体
化に向けた検討を行
う。【平成28年度～】

・「江東５区大規模
水害対策協議会」に
おいて策定した対応
方針に基づき、「江
東５区広域避難推
進協議会」を立ち上
げ、広域避難の具体
化に向けた検討を行
う。【平成28年度～】

・「江東５区大規模水
害対策協議会」にお
いて策定した対応方
針に基づき、「江東５
区広域避難推進協
議会」を立ち上げ、
広域避難の具体化
に向けた検討を行
う。【平成28年度～】

H28取
組状況

「洪水・高潮氾濫か
らの大規模・広域避
難検討ワーキンググ
ループ」において、
大規模かつ広域的
な避難の在り方等に
ついて検討中。
第１回：平成28年9
月13日
第２回：平成28年12
月22日
第３回：平成29年2
月13日（予定）

・下流関係機関の浸
水特性を考慮した避
難計画の策定状況
について把握した。
【平成28年度～】

江東５区広域避難
推進協議会に参加
し、関係各区の広域
避難実施体制の検
討を行った。

・中央防災会議の
「洪水・高潮氾濫か
らの大規模・広域避
難検討ワーキンググ
ループ」において検
討を行っている。

引き続き検討を行っ
ていく。

広域避難場所や避
難方法について検
討中

新たな浸水想定に
基づく避難計画を検
討中

浸水想定区域の確
認を行った。

東京都と連携して上
野地区及び浅草地
区における地下街
の浸水対策協議会
を設置し、地下街等
浸水対策計画を作
成予定（H29.3）

「江東５区広域避難
推進協議会」を設置
し、広域避難の実現
に向けて検討を進め
ている。

「江東５区広域避難
推進協議会」におい
て、広域避難の具体
化に向け検討中

引き続き、関係機関
と連携し、広域避難
場所や避難方法等
について検討する。

関係機関と協議し避
難方法や避難場所
等について検討し
た。
【引き続き実施】

・東京都が主催する
広域避難の検討会
に参加し、広域避難
についての情報交
換を行っている。

江東５区広域避難
推進協議会にて検
討を行った。

「江東５区大規模水
害対策協議会」にお
いて策定した対応方
針に基づき、「江東５
区広域避難推進協
議会」を立ち上げ、
広域避難の具体化
に向けた検討を行っ
ている。

広域避難の具体化
に向けた検討を行う
ため、江東５区広域
避難推進協議会を
立ち上げた。

取り組
み方針

・作成に必要な情報
の提供を行う【平成
28年度～】

― ― ― ― ・浸水想定区域の見
直しに伴い、洪水ハ
ザードマップを修正
する。【平成29年度
～】

・国による新たな浸
水想定が示された
後、中央区洪水ハ
ザードマップの更新
に着手する。【平成
28年度～】

・新たな浸水想定に
基づき、浸水ハザー
ドマップを修正予定
【平成29年度出水期
前まで】

・被害想定の見直し
を踏まえ、ハザード
マップを修正する。
【平成29年度～】

・広域避難計画等を
策定後、洪水ハザー
ドマップ等の見直し
を行う。【平成29年
度～】

・計画の策定と併せ
て検討していく。【平
成28年度～】

・洪水浸水想定区域
の見直しに伴い、洪
水ハザードマップを
修正する予定であ
る。【平成29年度～】

・都の広域避難計画
により策定予定【平
成28年度～】

・国土交通省が指
定・公表した荒川流
域における「想定し
うる最大規模」の洪
水浸水想定をもと
に、避難方法や指定
緊急避難場所等を
記載した洪水ハザー
ドマップを作成し、８
月に全戸配布した。
【実施済み】

・計画の策定と併せ
て検討していく。【平
成28年度～】

・今後策定する。【平
成28年度～】

・見直しをする洪水
ハザードマップのな
かで、広域避難につ
いてより具体的な内
容を盛り込めるよう
に検討する。【平成
28年度～】

・洪水浸水想定区域
の見直し後、洪水ハ
ザードマップを修正
する。【平成28年度
～】

H28取
組状況

― ― ― ― ハザードマップ改定
に向けて、国が示し
た浸水想定区域を
調査中。

ハザードマップ更新
に着手

検討中 平成29年度に荒川
水系における浸水
想定区域を反映した
ハザードマップを作
成する予定である。

・広域避難計画等を
策定後、洪水ハザー
ドマップ等の見直し
を行う。【平成29年
度～】

・荒川の浸水想定区
域等の見直しに伴
い、水害ハザード
マップを更新予定
【平成29年度】

・洪水浸水想定区域
の見直しに伴い、洪
水ハザードマップを
修正する予定であ
る。【平成29年度～】

荒川の洪水浸水想
定区域の改定内容
を踏まえ、北区洪水
ハザードマップ(荒
川）の改定を始めて
いる。

「想定し得る最大規
模」の洪水想定に基
づき、洪水ハザード
マップを作成、全戸
配布した。
【実施済み】

・東京都が主催する
広域避難の検討会
に参加し、広域避難
についての情報交
換を行った。

都・特別区における
水害時連絡会
（5/27）
水上ルート確保に向
けた検討会（2/10）

平成２９年度策定に
向け予算要望済み

見直しをする洪水ハ
ザードマップのなか
で、広域避難につい
てより具体的な内容
を盛り込めるように
検討する。

ハザードマップの修
正作業について検討
中。

取り組
み方針

・作成に必要な情報
の提供及び支援に
ついての検討を行う
【平成28年度～】

― ― ― ― ・浸水深と避難方向
を示すプレートの設
置を検討していく。
【平成28年度～】

・今後、検討を進め
ていく。
【平成28年度～】

・避難標識の設置を
含め、検討していく。
【平成28年度～】

・まるごとまちごとハ
ザードマップについ
ては、複数の被害想
定がある中で、どの
ように住民に周知し
ていくか地域特性に
応じて検討を行って
いく。

・今後、区民の意見
なども聞きながら「ま
るごとまちごとハ
ザードマップ」などに
ついて検討していく。
【平成28年度～】

・まるごとまちごとハ
ザードマップについ
て検討していく。

・準取組として、昔
（昭和34年）から設
置している水準標に
より、本区の地理的
特性を普及啓発して
いる。【実施済み】

・要検討 ・道路幅員が狭い現
状を踏まえ、想定浸
水深シールの設置
など、他の方法も視
野に入れ、情報発信
の方法について検
討する。
【平成28年度～】

土砂災害ハザード
マップの作成
【平成28年度】
洪水ハザードマップ
の更新
土砂災害ハザード
マップの更新
【平成30年度】

・新たな浸水想定区
域図に基づいて、設
置を進めていく。（た
だし、当区にとって
一番大きな被害が
想定される河川の浸
水想定深を表示予
定）【平成31年度】

・新たな洪水浸水想
定区域図に基づき、
既存のまるごとまち
ごとハザードマップ
の見直しについて検
討する。【平成30年
度～】

・洪水浸水想定区域
の見直し後、公共施
設や電柱を中心に
看板の設置を検討
する。

H28取
組状況

― ― ― ― ハザードマップ作成
後、一定期間周知を
行った後に整備の
検討を行う。

検討中 検討中 浸水想定区域を踏
まえ検討を進めてい
く。

・今後、区民の意見
なども聞きながら「ま
るごとまちごとハ
ザードマップ」などに
ついて検討していく。
【平成28年度～】

・まるごとまちごとハ
ザードマップについ
て検討していく。

・準取組として、昔
（昭和34年）から設
置している水準標に
より、本区の地理的
特性を普及啓発して
いる。【実施済み】

荒川の洪水浸水想
定区域の改定内容
を踏まえて、現地標
識の浸水深さを修正
した。

「想定し得る最大規
模」の洪水想定に基
づく浸水深シールの
区施設及び区内電
柱への設置を開始し
た。
【引き続き実施】

既存の洪水ハザー
ドマップの増刷
土砂災害ハザード
マップの作成・配布
を行った。

整備に向け検討中 新たな洪水浸水想
定区域図に基づき、
既存のまるごとまち
ごとハザードマップ
の見直しについて検
討する。

まるごとまちごとハ
ザードマップの必要
性について検討中。

A
E

広域避難計画
等を反映した洪
水ハザードマッ
プの策定・周知

E
F

日常から水災害
意識の向上を図
り、迅速な避難
を実現するた
め、まるごとまち
ごとハザード
マップの整備

L

想定最大規模
の降雨を対象と
した氾濫シミュ
レーションの公
表

L

想定最大規模
の降雨を対象と
した洪水浸水想
定区域図の策
定・公表

D
E
H
I
J

浸水特性を考慮
した避難計画の
策定
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●平成２８年度取組状況表 ※(赤字：平成29年フォローアップに係る時点更新箇所)

項目 事項 内容 課題 関東地方整備局 内閣府 水資源機構 気象庁 東京都 千代田区 中央区 港区 文京区 台東区 墨田区 江東区 北区 荒川区 板橋区 足立区 葛飾区 江戸川区

資料３②

取り組
み方針

・作成に必要な情報
の提供及び策定を
支援【平成28年度
～】

― ― ― ― ・地下街等や要配慮
者利用施設に対して
避難確保・浸水防止
計画の策定を働き
かける。

・要配慮者利用施設
管理者に対して避難
確保計画の策定を
働きかけている。
【引き続き実施】

・浸水想定区域内の
要配慮者施設につ
いては、避難確保・
浸水防止計画を作
成している。【実施済
み】

・避難計画の作成等
の必要性について、
周知していく。

・要配慮者施設にお
いて策定している避
難計画の想定災害
に、水害も加えて訓
練をしていくよう実施
を促す。【平成28年
度～】

・関係部署へ、震災
対応訓練だけでなく
水害対応訓練につ
いても実施するよう
促していく。

・避難計画の作成等
の必要性について、
周知していく。【平成
28年度～】

・各事業所の訓練実
施に促していく。【実
施済み】

・要配慮者施設にお
ける避難計画につい
ては作成中である。

・要配慮者施設にお
いて水害を対象とし
た避難計画が策定
できるかどうか、今
後検討していく。

・地域防災計画に、
洪水のみを対象とし
た要配慮者利用施
設は規定されていな
いが、既存の要配慮
者利用施設を今後
地域防災計画へ記
載することを検討す
る。
・また、毎年、区の総
合防災訓練で数カ
所の施設は避難訓
練を実施している。
【引き続き実施】

・避難確保計画の作
成等の必要性につ
いて、周知していく。
【引き続き実施】

・水没後も活動を継
続できるようなBCP
づくりを促し、要配慮
者施設どうしの受入
れのための連携、協
定締結等の支援を
検討する。

H28取
組状況

― ― ― ― 引き続き、避難確
保・浸水防止計画の
策定を働きかける。

要配慮者施設への
洪水予報伝達演習
を実施した。

浸水想定区域の見
直しに伴い、新たに
浸水想定区域内の
要配慮者利用施設
として位置づけられ
た施設の管理者に
説明を実施してい
る。

浸水想定区域の確
認を行った。

・要配慮者施設にお
いて策定している避
難計画の想定災害
に、水害も加えて訓
練をしていくよう実施
を促す。【平成28年
度～】

高齢者福祉施設と
共同し、水害時の避
難誘導訓練を実施し
た。

・要配慮者施設で行
う防災講話におい
て、避難計画の必要
性等に関する意識
啓発を行った。

各事業所に訓練実
施を促している。

要配慮者施設にお
ける避難計画策定
に向け、避難方法の
啓発を目的に出前
講座を実施してい
る。
【引き続き実施】

・要配慮者施設にお
いて水害を対象とし
た避難計画が策定
できるかどうか、庁
内での検討を開始し
た。

整備に向け検討中 要配慮者施設を対
象に、避難計画の策
定に向けた説明会を
開催した。

要配慮者利用施設
の避難計画作成義
務化に向けた対応を
検討中。

取り組
み方針

・作成に必要な情報
の提供を行う【平成
28年度～】

― ― ― ― ・広域的な避難を要
しない地区であるた
め、広域避難を踏ま
えた避難勧告等の
発令基準を定めて
いない。

・協議会における広
域避難計画の策定
を踏まえ、避難勧告
等の発令基準の見
直しの必要性を検討
する。【平成28年度
～】

・隣接区と連携しな
がら検討していく。
【平成28年度～】

・隣接区や関係団体
の動向を確認しなが
ら、広域避難をj踏ま
えた避難勧告等の
発令基準について、
見直しを含めた検討
の必要性を判断して
いく。

・発令基準の見直し
は行わないが、周辺
区と連携して対応し
ていく。【引き続き実
施】

・「江東５区大規模
水害対策協議会」で
策定された対応方
針を踏まえ、見直し
を行う。【平成28年
度～】

・「江東５区大規模
水害対策協議会」で
策定された対応方
針を踏まえ、見直し
を行う。【平成28年
度～】

・上記による広域避
難計画を踏まえて見
直しを行う【平成28
年度～】

・避難計画策定に合
わせて見直しを行
う。【平成28年度】

・計画の策定と併せ
て検討していく。

・「江東５区大規模
水害対策協議会」で
策定された対応方
針を踏まえ、見直し
を行う。【平成28年
度～】

・「江東５区大規模
水害対策協議会」で
策定された対応方
針を踏まえ、見直し
を行う。【平成28年
度～】

・「江東５区大規模水
害対策協議会」で策
定された対応方針を
踏まえ、見直しを行
う。【平成28年度～】

H28取
組状況

・避難勧告等の発令
に参考となるデータ
を整理・検討

― ― ― ― 広域的な避難を要し
ない地区であるた
め、広域避難を踏ま
えた避難勧告等の
発令基準を定めて
いない。

検討中 検討中 水害対応チェックリ
スト（荒川）における
近隣区の避難勧告
等の発令基準の確
認を行った。

・発令基準の見直し
は行わないが、周辺
区と連携して対応し
ていく。【引き続き実
施】

「江東５区大規模水
害対策協議会」で策
定された対応方針を
踏まえ、「江東５区広
域避難推進協議会」
にて、引き続き検討
を進めている。

「江東５区大規模水
害対策協議会」にお
いて、広域避難を踏
まえた避難勧告等
発令基準の見直しを
検討中

避難勧告等に関す
るガイドラインの改
定などを踏まえて、
引き続き検討する。

基準水位を根拠の
基本とし、適宜見直
しを行う。

現在の発令基準の
周知を、町会長会議
等機会を捉えて行っ
た。
（5月～6月）

江東５区広域避難
推進協議会にて検
討中

「江東５区大規模水
害対策協議会」で策
定された対応方針を
踏まえ、見直しを行
う。

江東５区広域避難推
進協議会を立ち上げ
検討中。

■タイムラインの策定、運用

取り組
み方針

・荒川下流タイムラ
イン策定に向け、
「荒川下流域を対象
としたタイムライン専
門部会」において検
討を実施【平成28年
度～】

・荒川下流タイムラ
イン策定に向け、
「荒川下流域を対象
としたタイムライン専
門部会」に参加【平
成28年度～】

・「荒川下流域を対
象としたタイムライン
専門部会」に、必要
な情報を提供する。
【平成28年度～】

・荒川下流タイムラ
イン策定に向け、
「荒川下流域を対象
としたタイムライン専
門部会」において検
討を実施【平成28年
度～】

・荒川下流タイムラ
イン策定に向け、
「荒川下流域を対象
としたタイムライン専
門部会」において検
討を実施し、区の取
組を支援していく【平
成28年度～】

・平成26年度に時系
列の災害対応を整
理した事前行動計
画（タイムライン）を
策定。【実施済み】
・荒川下流タイムラ
イン策定に向け、
「荒川下流域を対象
としたタイムライン専
門部会」において検
討を実施【平成28年
度～】

・荒川下流タイムラ
イン策定に向け、
「荒川下流域を対象
としたタイムライン専
門部会」において検
討を実施【平成28年
度～】

・荒川下流タイムラ
イン策定に向け、
「荒川下流域を対象
としたタイムライン専
門部会」において検
討を実施【平成28年
度～】

・区において台風に
伴う水害・土砂災害
対策のタイムライン
を策定している。【実
施済み】
・荒川下流タイムラ
イン策定に向け、
「荒川下流域を対象
としたタイムライン専
門部会」において検
討を実施【平成28年
度～】

・荒川下流タイムラ
イン策定に向け、
「荒川下流域を対象
としたタイムライン専
門部会」において検
討を実施【平成28年
度～】

・荒川下流タイムラ
イン策定に向け、
「荒川下流域を対象
としたタイムライン専
門部会」において検
討を実施【平成28年
度～】

・荒川下流タイムラ
イン策定に向け、
「荒川下流域を対象
としたタイムライン専
門部会」において検
討を実施【平成28年
度～】

・「荒川下流タイムラ
イン(試行版)平成28
年3月」を運用してい
る。【平成28年度～】
・荒川下流タイムラ
イン策定に向け、
「荒川下流域を対象
としたタイムライン専
門部会」において検
討を実施【平成28年
度～】

・荒川下流タイムラ
イン策定に向け、
「荒川下流域を対象
としたタイムライン専
門部会」において検
討を実施【平成28年
度～】

・「荒川下流タイムラ
イン(試行版)平成28
年3月」を運用してい
る。【平成28年度～】
・荒川下流タイムラ
イン策定に向け、
「荒川下流域を対象
としたタイムライン専
門部会」において検
討を実施【平成28年
度～】

・「荒川下流タイムラ
イン(試行版)平成28
年3月」を運用してい
る。【平成28年度～】
・荒川下流タイムラ
インについて、引き
続き、「荒川下流域
を対象としたタイム
ライン専門部会」に
おいて関係機関と協
議しながら検討して
いく。
【引き続き実施】

・荒川下流タイムラ
イン策定に向け、
「荒川下流域を対象
としたタイムライン専
門部会」において検
討を実施【平成28年
度～】

・荒川下流タイムライ
ン策定に向け、「荒
川下流域を対象とし
たタイムライン専門
部会」において検討
を実施【平成28年度
～】

H28取
組状況

・荒川下流タイムラ
イン策定に向け、
「荒川下流域を対象
としたタイムライン専
門部会」において検
討を実施
・「家屋倒壊等氾濫
想定区域」について
Ｈ29年5月末公表予
定

荒川下流タイムライ
ン策定に向け、「荒
川下流域を対象とし
たタイムライン専門
部会」に参加中。

下流関係機関のタイ
ムライン作成状況に
ついて確認した。

荒川下流タイムライ
ン（３区版）の運用に
係る時間管理の実
施、台風による危険
性等の加入機関へ
の情報提供を実施し
た。また、拡大版タイ
ムライン策定に向け
て、タイムライン検討
会に参加し、策定支
援を実施した。

・荒川下流タイムラ
イン策定に向け、
「荒川下流域を対象
としたタイムライン専
門部会」において検
討を実施し、区の取
組を支援

平成２８年度中の策
定を目指し、ブロック
ごとに検討中。

平成２８年度中の策
定を目指し、作業中

ブロックごとに検討
中

平成28年11月の荒
川下流域を対象とし
たタイムライン専門
部会に参加するとと
もに、水害対応
チェックリスト（荒川）
及び荒川下流タイム
ライン検討様式を作
成した。

・荒川下流タイムラ
イン策定に向け、
「荒川下流域を対象
としたタイムライン専
門部会」において検
討を実施【平成28年
度～】

荒川下流タイムライ
ン策定に向け、「荒
川下流域を対象とし
たタイムライン専門
部会」において検討
している。

・「荒川下流域を対
象としたタイムライン
専門部会」におい
て、荒川下流タイム
ラインを策定中

荒川下流タイムライ
ン（試行版）を運用し
ている。

荒川下流タイムライ
ン策定に向け、引き
続き、「荒川下流域
を対象としたタイム
ライン専門部会」に
おいて関係機関と協
議し検討した。
【引き続き実施】

・「荒川下流タイムラ
イン(試行版)平成28
年3月」を運用してい
る。【平成28年度～】
・荒川下流タイムラ
イン策定に向け、
「荒川下流域を対象
としたタイムライン専
門部会」において検
討を実施【平成28年
度～】

荒川下流タイムライ
ンについて、「荒川
下流域を対象とした
タイムライン専門部
会」において検討し
ている。

荒川下流タイムライ
ン策定に向け、「荒
川下流域を対象とし
たタイムライン専門
部会」において検討
を実施している。

荒川下流域を対象と
したタイムライン専
門部会において拡大
試行版の作成に着
手した。

取り組
み方針

・トップセミナーの開
催
【引き続き実施】
・訓練への参加【引
き続き実施】

・「洪水・高潮氾濫か
らの大規模・広域避
難検討ワーキンググ
ループ」における検
討を踏まえ、今後検
討を行う。【平成28
年度～】

・避難訓練時に必要
な情報を提供する。
【平成28年度～】

・水防管理者が実施
する訓練への参加
や支援【平成28年度
～】

・区の取組を支援し
ていく。

・今後、検討を進め
ていく。【平成28年度
～】

・今後、検討を進め
ていく。【平成28年度
～】

― ― ・今後検討していく。 ・職員対応訓練の中
に、水害関連の訓練
も実施するよう検討
していく。

― ・要検討 タイムライン策定
後、実践的な訓練の
方法などについて検
討する。

・今後検討していく。 ・今後検討を行って
いく。

・有効的な訓練の手
法について検討す
る。【平成28年度～】

・大規模水害を想定
した訓練は実施して
いないため、本部訓
練の実施から検討
する。

H28取
組状況

「洪水・高潮氾濫か
らの大規模・広域避
難検討ワーキンググ
ループ」における検
討を踏まえ、今後検
討を行う。

洪水期前に実施す
る洪水対応演習（洪
水予測、防災操作、
ダム放流情報発信、
関係機関への伝達・
連絡等）等の中での
活用方法について
検討を行った。

東京消防庁・江戸川
区合同総合水防訓
練に参加したほか、
情報伝達訓練とし
て、利根川・荒川・多
摩川洪水予報連絡
会による洪水予報
伝達演習を実施し
た。

訓練への参加や区
の取組支援

引き続き検討を行っ
ていく。

検討中 今後、職員対応訓
練の中に、水害関連
の訓練も実施するよ
う検討していく。

実践的な訓練の方
法などについて引き
続き検討する。

区職員による情報
伝達の訓練などを検
討していく。

・今後検討していく。 ・有効的な訓練の手
法について検討す
る。

有効的な訓練の手
法について検討す
る。

荒川下流域を対象と
したタイムライン専
門部会において拡大
試行版の作成に着
手した。

B
C
D

広域避難を踏ま
えた避難勧告等
の発令基準の
見直し

B
C
D

荒川下流タイム
ラインの策定・
運用

B
実践的な訓練
の実施

P
Q

要配慮者施設
における避難計
画の策定及び
訓練の実施
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●平成２８年度取組状況表 ※(赤字：平成29年フォローアップに係る時点更新箇所)

項目 事項 内容 課題 関東地方整備局 内閣府 水資源機構 気象庁 東京都 千代田区 中央区 港区 文京区 台東区 墨田区 江東区 北区 荒川区 板橋区 足立区 葛飾区 江戸川区

資料３②

取り組
み方針

― ― ― ・定時的情報として
の「警報級の現象に
なる可能性」の提供
・大雨注意報警報の
発表時の「時系列で
危険度を色分けした
表示」の実施。
・メッシュ情報の充
実化
【平成29年度出水期
～】
・自治体向け防災情
報提供システムにお
いて、情報提供の試
行を開始【実施済
み】

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

H28取
組状況

― ― 定時的情報である
「警報級の可能性の
提供」、注意報警報
発表時の「危険度の
色分け」、メッシュ情
報の充実化等につ
いて、平成29年度出
水期の運用開始に
向けた準備を実施し
た。

― ― ―

■防災教育や防災知識の普及

取り組
み方針

防災企画室に設置
済み【実施済み】

― ― ・ホットライン窓口を
設定し、担当予報官
が今後の気象の見
通し、留意点等につ
いて解説【実施済
み】

― 問い合わせ内容に
応じて、関係部署が
適宜対応する。
【実施済】

・土のうの配布な
ど、事前準備に関す
る問合せに適宜対
応している。【引き続
き実施】

・問合せの内容に応
じて、関係部署が適
宜対応する。【実施
済】

・必要な事前準備情
報については、区
ホームページや水害
ハザードマップの中
で周知している。
【引続き実施】

・平常時において、
風水害に限らず問
合せ対応を実施して
いる。【引き続き実
施】

・水害ハザードマッ
プ等の問合せととも
に対応している。

・現行の組織体制で
対応している。【引き
続き実施】

・現行の組織体制で
対応している。【実施
済み】

・日常から所管課で
対応している。
【引き続き実施】

・危機管理室及び土
木部が中心となって
対応する。
【引き続き実施】

・問合せ窓口は、水
防本部設置時は、
都市建設部企画調
整課であり、災害対
策本部設置時は危
機管理室災害対策
課としている。【実施
済み】

・防災課で対応する
【引き続き実施】

・ハザードマップ等に
関する問合せ窓口
は、危機管理室防災
危機管理課としてい
る。

H28取
組状況

防災企画室に設置
済み【実施済み】

― 区市町村からの気
象に関するホットラ
イン窓口を設定し、
担当予報官が今後
の気象の見通し、留
意点等について解
説する体制をとって
いる。

― 問い合わせの内容
に応じて、関係部署
が適宜対応した。

土のうの配布など、
事前準備に関する
問合せに対応した。

実施済み 水害時における必
要な事前準備情報
については、区ホー
ムページや水害ハ
ザードマップの中で
周知している。

・平常時において、
風水害に限らず問
合せ対応を実施して
いる。【引き続き実
施】

水害ハザードマップ
や避難等に関する
問合せに都市整備
課、防災課で平常時
から対応している。
【引き続き実施】

・現行の組織体制で
対応している。【引き
続き実施】

現行組織で対応済
である。

・日常から所管課で
対応している。
【実施済み】

・危機管理室及び土
木部が中心となって
対応する。
【引き続き実施】

日常から所管課で
対応している。

防災課で対応する 危機管理室が窓口
となって対応。

取り組
み方針

・要望に応じて積極
的に協力する【平成
28年度～】

― ・ダム見学の機会を
活用した防災面の
啓発活動を実施す
る。【引き続き実施】

・河川事務所及び流
域各区の取り組み
に協力する【平成28
年度～】

・「東京防災」を活用
した啓発支援に取り
組んでいく。【引き続
き実施】

・今後、教育委員会
と連携して推進して
いく。【平成28年度
～】

・今後、検討を進め
ていく。
【平成28年度～】

・区の実情に沿った
水災害教育の実施
を検討する。【平成
28年度～】

今後、区教育委員
会等と実施を検討し
ていく。

・今後、教育委員会
等と調整し、実施を
検討していく。【平成
28年度～】

・区教育委員会等と
調整し、実施を検討
していく。

・副読本に区の地理
的特徴を掲載してい
る。【引き続き実施】
・立体地形図を小学
校全校に配布してい
る。【実施済み】

・教育関係機関へ働
きかけていく。【平成
28年度～】

・小中学生向けの区
報に水害に関する
記事を掲載し、その
家族を含めた啓発を
行う。
【引き続き実施】

小中学生も含めた
地域防災力の向上
について検討してい
く。
【平成28年度～】

・ＤＶＤを使用した講
演を行っている。【引
き続き実施】

・小中学校で活用で
きる水災害に関する
資料の提供につい
て検討する。【平成
28年度～】

・小中学校の総合学
習の中で防災教育
（地震、風水害）を継
続していく。【引き続
き実施】

H28取
組状況

― 豊島区の小学生（さ
くら小学校・高松小
学校）の現地見学の
中でダムの防災操
作について教育を
行った。

関東地方整備局と
連携した学校防災
教育の推進体制を
整え、リーディング
校における体験授
業の協力を実施し
た。

「東京防災」を活用し
た啓発支援に取り組
んでいる。

引き続き教育関係
機関と検討を行って
いく。

区教育委員会と協
議中

検討中 実施内容等につい
て、関係機関と検討
していく。

・今後、教育委員会
等と調整し、実施を
検討していく。【平成
28年度～】

今後、小中学生向け
防災啓発冊子「すみ
だ防災ガイド」の改
訂に合わせ、水害教
育の内容も盛り込む
ことを検討していく。

・副読本に区の地理
的特徴を掲載してい
る。【引き続き実施】
・立体地形図を小学
校全校に配布してい
る。【実施済み】

・小学生を対象にし
た出前講座を実施
・引き続き教育関係
機関に働きかけを行
う。

・小中学生向けの区
報に水害に関する
記事を掲載し、啓発
を行った。
【引き続き実施】

・地元自主防災組織
と共同して、「防災
マップ」の作成・配布
【実施済】

一部の避難所運営
訓練で実施

小中学校で活用でき
る水災害に関する資
料の提供について
検討する。

小中学校において防
災教育を実施中。

取り組
み方針

・要望に応じて積極
的に協力する【平成
28年度～】

― ・下流域の教育委員
会の要望に応じて実
施する。【平成28年
度～】

・河川事務所及び流
域各区の取り組み
に協力する【平成28
年度～】

― ・今後、教育委員会
と連携して推進して
いく。【平成28年度
～】

・今後、検討を進め
ていく。
【平成28年度～】

・区の実情に沿った
水災害講習の実施
を検討する。【平成
28年度～】

・今後、区教育委員
会等と実施を検討し
ていく。

― ・区教育委員会等と
調整し、実施を検討
していく。

・避難所となる各学
校で開催される連絡
会等の機会に教職
員を対象とした講習
会を行う。【引き続き
実施】

・区教育委員会等と
調整し、実施を検討
していく。【平成29年
度～】

・今後、教育委員会
事務局と調整し、実
施を検討していく。
【平成28年度～】

区教育委員会及び
校長・副校長との連
携はとれており、教
員のみを対象とした
講習会を開催する
予定はない。

・ＤＶＤを使用した講
演を行っている。【引
き続き実施】

・学校からの要望に
応じて、実施する

・区内小中学校の校
長、教員等を対象に
した防災に係る勉強
会を継続していく。
【引き続き実施】

H28取
組状況

― 豊島区の小学生（さ
くら小学校・高松小
学校）の現地見学の
中で同行してきた教
員に対しても防災操
作について説明し
た。

東京都教育庁主催
の「学校安全教室指
導者講習会」に出
席、教員等を対象と
した防災講演等を実
施。

― 引き続き教育関係
機関と検討を行って
いく。

区教育委員会と協
議中

検討中 実施内容等につい
て、関係機関と検討
していく。

区教育委員会等と
調整し、教員への啓
発方法について検
討していく。

・避難所となる各学
校で開催される連絡
会等において、教職
員や町会役員を対
象に講習を実施（７
校）

引き続き教育委員
会等と検討する。

教育委員会事務局
と調整し、実施に向
け検討する。

区教育委員会及び
校長・副校長との連
携はとれており、教
員のみを対象とした
講習会を開催する
予定はない。

一部の避難所運営
訓練にて教員を含
めた講演会を実施

学校からの要望に
応じて、実施する

小中学校の校長、教
員等を対象にした防
災に係る研修会を実
施。

取り組
み方針

・要望に応じて積極
的に協力する【平成
28年度～】

― ・関係機関の要望に
応じて実施する。
【平成28年度～】

・河川事務所及び流
域各区の取り組み
に協力する【平成28
年度～】

― ・職員が直接出向
き、大地震や水害等
の防災対策につい
て講習会を行ってい
る。【実施済み】

・今後、検討を進め
ていく。
【平成28年度～】

・関係機関と協力し
て、要請に応じて実
施する。【平成28年
度～】

・要請に応じ実施を
検討する。

・町会やマンション
からなどの要望に応
じて、風水害におけ
る出前講座等を実
施している。【引き続
き実施】

・町会等の要請に応
じて実施を検討して
いく。

・要請により区民等
を対象とした講習会
を行う。【引き続き実
施】

・毎年１１月に「環境
展で、小学生対象に
出前講座を実施して
いる。【実施済み】

・要請に応じて出前
講座等を開催してい
る。【引き続き実施】

・町会等の要請に応
じて実施している。
【引き続き実施】

・ＤＶＤを使用した講
演を行っている。【引
き続き実施】

・広報紙等で周知の
上、要望に応じて実
施する【引き続き実
施】

・学校に新たに設置
されたマンホールト
イレ等の防災設備を
例に、小学生向けの
防災学習に取り組ん
でいる。【引き続き実
施】
・町会や自治会、事
業者団体からの依
頼に基づき、防災講
演会を実施してい
る。【引き続き実施】

H28取
組状況

― 平成２８年も地元の
小学校で出前講座
を実施した。平成２９
年以降は荒川下流
向けに出前講座を
検討する。

防災市民組織リー
ダー研修会、東京都
消防協会研修会等
に講演に出向き、防
災気象情報の利活
用について周知を
図っている。

― ・職員が直接出向
き、大地震や水害等
の防災対策につい
て講習会を行ってい
る。

検討中 要望があれば実施
する

要請なし ・町会やマンション
からなどの要望に応
じて、風水害におけ
る出前講座等を実
施している。【引き続
き実施】

・地域防災活動拠点
会議等で、要請に応
じて実施している。
【引き続き実施】

・要請により区民等
を対象とした講習会
を実施（１７回）

小学生を対象にした
出前講座を１１月に
実施済である。

・要請に応じて出前
講座等を開催してい
る。
【引き続き実施】

・町会等の要請に応
じて実施した。
年間67回
【引き続き実施】

一部の学校や避難
所運営訓練等で実
施

広報紙等で周知の
上、要望に応じて実
施している。

住民説明会や防災
訓練を継続中。

F

教員を対象とし
た講習会の実
施

F

出前講座等を活
用した講習会の
実施

F

気象情報の改
善(水害時の情
報の入手のしや
すさをサポート)
を実施

F

水害時の事前
準備に関する問
合せ窓口の設
置

F

小中学校におけ
る水災害教育の
実施

4/8



●平成２８年度取組状況表 ※(赤字：平成29年フォローアップに係る時点更新箇所)

項目 事項 内容 課題 関東地方整備局 内閣府 水資源機構 気象庁 東京都 千代田区 中央区 港区 文京区 台東区 墨田区 江東区 北区 荒川区 板橋区 足立区 葛飾区 江戸川区

資料３②

取り組
み方針

・わかりやすい資料
を作成し、積極的に
広報活動を行う【平
成28年度～】

・「洪水・高潮氾濫か
らの大規模・広域避
難検討ワーキンググ
ループ」における検
討を踏まえ、今後検
討を行う。【平成28
年度～】

・「水防災意識社会」
再構築を意識した広
報に取り組む。【平
成28年度～】

・河川事務所及び流
域各区の取り組み
に協力する【平成28
年度～】

・広報と連携した、啓
発支援に取り組んで
いく。【引き続き実
施】

・ハザードマップや
区報などにより、水
害に関する有益な
情報を発信してい
る。【引き続き実施】

・毎年出水期前に、
浸水対策を働きかけ
るリーフレットを作成
し、新聞折り込み等
で区民に広報する。
【引き続き実施】

・広報紙等で周知し
ていく。【平成28年度
～】

・水害ハザードマッ
プや区発行の防災
対策パンフレット、
ホームページなどか
ら水害に関する情報
を提供していく。【引
き続き実施】

・台東区洪水ハザー
ドマップや台東区安
全安心ハンドブッ
ク、ホームページな
どから、引き続き、
水害に関する有益
情報を発信してい
く。【引き続き実施】

・毎年、区報の中で
水害に関する情報を
提供していく。

・洪水ハザードマッ
プやホームページな
どから、水害に関す
る有益情報を発信し
ていく。【引き続き実
施】

・政策提案共同事業
で、NPO団体と協働
し、過去の水害を記
録に残したDVDや、
水害水路図、水害
年表、子供向けパン
フレットの作成を行
う。【平成28年度～】

・水害に対する意識
向上のため、防災ア
プリや洪水ハザード
マップ、区報等にお
いて、注意喚起や水
害対策の啓発につ
ながる記事を作成す
る。
【引き続き実施】

・洪水ハザードマッ
プや作成中の土砂
災害ハザードマップ
の配付。また、区HP
や広報を通じて啓発
に努めていく。
【平成28年度～】

・今後検討する。 ・区ホームページや
広報誌を通じて、水
防災について情報
発信を図る。【引き
続き実施】

・区のホームページ
や、くらしの便利帳
（全戸配布）において
防災に関する情報を
掲載している。【引き
続き実施】

H28取
組状況

「洪水・高潮氾濫か
らの大規模・広域避
難検討ワーキンググ
ループ」における検
討を踏まえ、今後検
討を行う。

「水防災意識社会」
の再構築について
組織内に周知し広
報等について検討を
行った。

パンフレット「大雨や
台風に備えて」「集
中豪雨への備え」等
内容改定し、防災イ
ベント等での配布に
取り組むほか、ホー
ムページ上でも公開
している。

広報と連携した、啓
発支援に取り組んで
いる。

・ハザードマップや
区報などにより、水
害に関する有益な
情報を発信した。

浸水対策を働きかけ
るリーフレットを作成
し、新聞折り込み等
で広報した。

出水期前に広報紙
に注意喚起の記事
を掲載

水害ハザードマップ
や区発行の防災対
策パンフレット、ホー
ムページなどから水
害に関する情報を提
供している。

・台東区洪水ハザー
ドマップや台東区安
全安心ハンドブッ
ク、ホームページな
どから、引き続き、
水害に関する有益
情報を発信してい
く。【引き続き実施】

平成28年5月の区報
にて「水害への備
え」を広報した。【引
き続き実施】

・洪水ハザードマッ
プやホームページな
どから、水害に関す
る有益情報を発信し
ていく。【引き続き実
施】

政策共同事業でＮＰ
Ｏ団体と協働し、子
供向けの水害パンフ
レットを作成するとと
もに、荒川を船で見
学する勉強会を開
催した。

「荒川区防災アプリ」
の作成や洪水ハ
ザードマップ「荒川
区防災地図（水害
版）」を作成・配布
し、区民の水防災意
識の向上を図った。
【引き続き実施】

・洪水ハザードマッ
プの配付。また、区
HPや広報を通じて
啓発に努めていく。
平成28年度には土
砂災害ハザードマッ
プを作成し、対象区
域の近隣に配付し
た。

区民に対するアン
ケートを実施

区ホームページや広
報誌を通じて、水防
災について情報発
信を図っている。

・防災に関する情報
を掲載した「くらしの
便利帳」を全戸配
布。

・大規模水害時にお
ける広域避難の必
要性を啓発するため
のリーフレットを作
成。

取り組
み方針

・プッシュ型の洪水
予報の情報発信を
実施【平成29年度
～】

・「洪水・高潮氾濫か
らの大規模・広域避
難検討ワーキンググ
ループ」における検
討を踏まえ、今後検
討を行う。【平成28
年度～】

・ダムの操作状況に
関するリアルタイム
広報の継続実施及
び改善を行う。【引き
続き実施】
・「川の防災情報」な
ど防災ポータルへの
情報提供を行う。
【引き続き実施】

・定時的情報として
の「警報級の現象に
なる可能性」の提供
・大雨注意報警報の
発表時の「時系列で
危険度を色分けした
表示」の実施。
・メッシュ情報の充
実化
【平成29年度出水期
～】

― ・メール配信サービ
スを活用し、指定河
川（荒川・神田川）に
係る洪水予報の発
信や区内の雨量情
報、水位情報、水位
映像をホームページ
で公開。【引き続き
実施】

・区民向け登録制
メールサービスで荒
川洪水予報を配信し
ている。今後は新た
な手段についても検
討していく。【平成28
年度～】

・現在導入している
発信手段の他、新た
な手段について検討
していく。【平成28年
度～】

・区民向け登録制
メール配信サービス
にて河川情報を配
信するとともに、防
災用ホームページに
て、気象情報、雨量
情報、水位情報、水
位映像等を公開して
いる。【引続き実施】

・区民向け登録制
メール配信サービス
にて、指定河川情報
を配信している。ま
た、連動してホーム
ページにも掲載され
る仕組みとなってい
る。【引き続き実施】

・区のホームペー
ジ、SNS等の媒体 等
を通じた、効果的な
周知方法を検討す
る。

・区ホームページま
たは、あらかじめ「こ
うとう安全安心メー
ル」に登録した人に
対して、指定河川洪
水予報を配信してい
る。【実施済み】
ハザードマップに河
川の水位情報等が
わかるサイトのURL
を掲載している。【実
施済み】

・区民向け登録制
メール配信サービ
ス、区ホームページ
や広報紙等で周知
する。【実施済み】

・スマートフォン等で
利用できる「荒川区
防災アプリ」におい
て水害に関する情
報を配信し、周知を
図っている。
【引き続き実施】

・スマートフォン等で
利用できる「板橋区
防災アプリ」におい
て水害に関する情
報を配信し、周知を
図っている。
【引き続き実施】

・今後検討する。 ・広報紙等で、毎年
周知をする【引き続
き実施】

・くらしの便利帳（全
戸配布）において、
河川情報の確認方
法及び提供元を掲
載している。【引き続
き実施】

H28取
組状況

・平成29年出水期か
らプッシュ型の洪水
予報の情報発信を
実施するための準
備を実施

― ホームページを利用
して防災操作の状
況を分かりやすく伝
えるための検討を
行った。

定時的情報である
「警報級の可能性の
提供」、注意報警報
発表時の「危険度の
色分け」、メッシュ情
報の充実化等につ
いて、平成29年度出
水期の運用開始に
向けた準備を実施し
た。一般への周知は
然るべき時期に実
施する予定。

・デジタルサイネー
ジを活用した、水害
リスク情報の発信
・都の広報誌で水害
時の避難の心得に
ついて掲載し、周知
・水害の基本的な知
識についてリーフ
レットを作成し、都民
の普及啓発に活用

メール配信サービス
を活用し、指定河川
（荒川・神田川）に係
る洪水予報の発信
や区内の雨量情
報、水位情報、水位
映像をホームページ
で公開している。

区民向け登録制メー
ルサービスで荒川洪
水予報を配信してい
る。新たな発信手段
については検討中。

随時実施している 神田川については、
区民向け登録制メー
ル配信システムにて
河川情報を配信す
るとともに、防災用
ホームページにて、
気象情報、雨量情
報、水位情報、水位
映像等を公開してい
る。

・区民向け登録制
メール配信サービス
にて、指定河川情報
を配信している。ま
た、連動してホーム
ページにも掲載され
る仕組みとなってい
る。【引き続き実施】

区のホームページ、
SNS等の媒体等を
通じた、効果的な周
知方法を検討する。

・区ホームページま
たは、あらかじめ「こ
うとう安全安心メー
ル」に登録した人に
対して、指定河川洪
水予報を配信してい
る。【実施済み】
・ハザードマップに河
川の水位情報等が
わかるサイトのURL
を掲載している。【実
施済み】

・区民向け登録制
メール配信サービ
ス、区ホームページ
や広報紙等で周知
している。
・防災タウンページ
防災アプリで情報発
信している。

・スマートフォン等で
利用できる「荒川区
防災アプリ」におい
て水害に関する情
報を配信し、周知を
図っている。
【引き続き実施】

・地元自主防災組織
と共同して、「防災
マップ」を作成した。
【実施済】
・スマートフォン等で
利用できる「板橋区
防災アプリ」におい
て水害に関する情
報を配信し、周知を
図った。
【引き続き実施】

区の防災アプリで河
川水位や河川の映
像をリアルタイムで
確認できるよう整備
した。
（対象河川：荒川、
中川、綾瀬川、新芝
川、毛長川、隅田
川）

広報紙で水害特集
号を掲載して、周知
をした

河川情報の確認方
法及び提供元を掲
載した「くらしの便利
帳」を全戸配布。

取り組
み方針

― ― ― ・定時的情報として
の「警報級の現象に
なる可能性」の提供
・大雨注意報警報の
発表時の「時系列で
危険度を色分けした
表示」の実施。
・メッシュ情報の充
実化
【平成29年度出水期
～】
・自治体向け防災情
報提供システムにお
いて、情報提供の試
行を開始【実施済
み】

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

H28取
組状況

― ― 定時的情報である
「警報級の可能性の
提供」、注意報警報
発表時の「危険度の
色分け」、メッシュ情
報の充実化等につ
いて、平成29年度出
水期の運用開始に
向けた準備を実施し
た。

― ― ― ―

取り組
み方針

・要望に応じて積極
的に協力する【平成
28年度～】

― ・訓練に必要な情報
を提供する。【平成
28年度～】

― ・風水害の体験型訓
練を拡充していく【引
き続き実施】

・水防訓練の中で、
消防署の協力を得
て水圧ドア体験を
行っている。【引き続
き実施】

・今後、検討を進め
ていく。
【平成28年度～】

― ― ・荒川下流河川事務
所が管理している降
雨体験車等を活用し
ていく。【引き続き実
施】

区民等が風水害を
体験できる訓練等を
検討していく。

・毎年、水防訓練の
中で、東京都下水道
局の協力を得て水
圧ドア体験を行って
いる。【引き続き実
施】

― ・水防訓練におい
て、区民が参加でき
る体験型訓練を実
施している。（簡易水
のうの作成・設置、
水圧ドア体験等）【引
き続き実施】

・毎年、水防訓練の
中で、東京都下水道
局の協力を得て水
圧ドア体験を行って
いる。【引き続き実

施】

・足立区・消防署合
同総合水防訓練に
て、区民も参加の
上、タイムラインを運
用した避難訓練を実
施している。【引き続
き実施】

・水害を想定した避
難訓練等の実施に
ついて検討する

・毎年実施している
水防訓練において、
東京都下水道局の
協力を得て区民が
参加できる体験型訓
練を実施している。

H28取
組状況

・要望に応じて降雨
体験車等の派遣を
実施

― 洪水対応演習（洪水
予測、防災操作、ダ
ム放流情報発信、関
係機関への伝達・連
絡等）等の中での訓
練方法について検
討を行った。

平成28年6月19日に
日の出町と合同で
集中豪雨や台風に
よる風水害から住民
の生命を守るため、
避難を中心とした訓
練を実施

５月に実施した水防
訓練の中で、消防署
の協力を得て水圧ド
ア体験を行った。

水防訓練において
体験型訓練を実施し
た。

地域の訓練で、水圧
ドア体験を実施して
いる。

・荒川下流河川事務
所が管理している降
雨体験車等を活用し
た防災訓練を実施
（平成２９年３月）【引
き続き実施】

本所防災館の区内
で風水害が体験でき
る施設の周知案内
を行っていく。

・毎年、水防訓練の
中で、東京都下水道
局の協力を得て水
圧ドア体験を行って
いる。【引き続き実
施】

・水防訓練におい
て、区民が参加でき
る体験型訓練を実
施した。（簡易水のう
の作成・設置、水圧
ドア体験等）
【引き続き実施】

水防訓練（5/31）の
中で、東京都下水道
局の協力を得て水
圧ドア体験を行っ
た。
【引き続き実施】

足立区・消防署合同
水防訓練にて、区民
も参加の上、タイム
ラインを運用した避
難訓練を実施

水害を想定した避難
訓練等の実施につ
いて検討する

・水防訓練において
区民が参加できる水
圧ドア体験を実施し
た。

取り組
み方針

・引き続き実施する
とともに、要望に応じ
て積極的に協力す
る【平成28年度～】

・「洪水・高潮氾濫か
らの大規模・広域避
難検討ワーキンググ
ループ」における検
討を踏まえ、今後検
討を行う。【平成28
年度～】

― ― ― ・水防訓練を実施
し、水防に関する知
識の継承を図る。
【引き続き実施】

・毎年台風シーズン
前に水防訓練を実
施し、水防に関する
知識の継承を図って
いる。【引き続き実
施】

― ― ・「風水害及び雪害
活動実施要領」など
のマニュアルから知
識・経験の継承をし
ていく。【引き続き実
施】

― ・毎年、水害時の写
真を展示するなどし
て、当時の経験を風
化させないように啓
発している。【引き続
き実施】

― ・「荒川区水防活動
計画」に基づき、水
防訓練を継続的に
実施する。
【引き続き実施】

・活動マニュアルを
作成し、都度更新し
ている。
【引き続き実施】

・出水時の緊急対応
行動や必要知識習
得のため職員研修
を行っている。【引き
続き実施】

・防災課職員用のマ
ニュアルを作成する
【平成28年度～】

・知識として新任研
修や職員研修にお
いて、区の水害の歴
史を学習。【引き続き
実施】
・毎年実施している
江戸川区合同水防
訓練において、各種
水防工法を実施して
いる。【引き続き実
施】

H28取
組状況

・事務所版タイムラ
インの振り返り
・カスリーン台風70
周年

「洪水・高潮氾濫か
らの大規模・広域避
難検討ワーキンググ
ループ」における検
討を踏まえ、今後検
討を行う。

― ・水防訓練を実施
し、水防に関する知
識の継承を図る。

水防訓練を実施し、
水防に関する知識を
継承した。

・「風水害及び雪害
活動実施要領」など
のマニュアルから知
識・経験の継承をし
ていく。【引き続き実
施】

・毎年、水害時の写
真を展示するなどし
て、当時の経験を風
化させないように啓
発している。【引き続
き実施】

・「荒川区水防活動
計画」に基づき、水
防訓練を実施した。
【引き続き実施】

・活動マニュアルを
作成し、都度更新し
ている。
【引き続き実施】

防災課職員用のマ
ニュアルを作成して
いる

・地勢や歴史を含む
区の防災について学
ぶ新任研修を実施。

・水防訓練において
水防工法を実施。

風水害の体験
型訓練の実施

F
G

区民等に向けた
河川情報の発
信の工夫・改
善、周知

《再掲》
気象情報の改
善(水害時の情
報の入手のしや
すさをサポート)
を実施

F

F

職員の出水時
の知識・経験の
継承

F

効果的な「水防
災意識社会」再
構築に役立つ
広報や資料作
成の実施

F
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●平成２８年度取組状況表 ※(赤字：平成29年フォローアップに係る時点更新箇所)

項目 事項 内容 課題 関東地方整備局 内閣府 水資源機構 気象庁 東京都 千代田区 中央区 港区 文京区 台東区 墨田区 江東区 北区 荒川区 板橋区 足立区 葛飾区 江戸川区

資料３②

取り組
み方針

・啓発に向けた広報
を実施【引き続き実
施】

― ― ― ― ― ― ― ― ― ・シンポジウムや講
演会の実施
・Webサイト、パンフ
レットの作成【平成
28年度～】

・シンポジウムや講
演会の実施
・Webサイト、パンフ
レットの作成【平成
28年度～】

・早期の広域避難の
必要性をホームペー
ジ、広報紙など機会
を捉えて周知する。
【平成28年度～】

・ハザードマップに記
事を掲載している。
【実施済み】
・区報やホームペー
ジ、防災アプリ等で
引き続き周知してい
く。
【引き続き実施】

・関係機関と連携
し、広域避難場所や
避難方法等につい
て検討と併せて、具
体的な啓発方法等
を検討する。
【平成28年度～】

・シンポジウムや講
演会の実施
・Webサイト、パンフ
レットの作成【平成
28年度～】

・シンポジウムや講
演会の実施
・Webサイト、パンフ
レットの作成【平成
28年度～】

・シンポジウムや講
演会の実施
・Webサイト、パンフ
レットの作成【平成
28年度～】

H28取
組状況

― ― ― ・日ごろから一人ひ
とりが大規模水害に
関する様々な情報を
十分把握し、的確な
避難行動ができる
きっかけとなることを
目的に町会において
防災ワークショップ
を開催した。

― ― ― ― 江東５区共同で、広
域避難の必要性の
啓発用パンフレット
を作成、配布してい
る。

・江東５区共同で、
広域避難を要する
大水害の意識啓発
を目的としたリーフ
レットを作成した

引き続き、区ホーム
ページや広報紙など
で周知し、啓発を行
う。

・ハザードマップに記
事を掲載している。
【実施済み】
・区報やホームペー
ジ、防災アプリ等で
周知した。
【引き続き実施】

・東京都が主催する
広域避難の検討会
に参加し、広域避難
についての情報交
換を行った。

江東５区広域避難
推進協議会におい
て、リーフレットを作
成

・出前講座等を実施
した
・Webサイトの内容を
拡充させ、パンフ
レットを作成した

大規模水害時にお
ける広域避難の必
要性を啓発するため
のリーフレットを作
成。
・日ごろから一人ひ
とりが大規模水害に
関する様々な情報を
十分把握し、的確な
避難行動ができる
きっかけとなることを
目的に町会において
防災ワークショップを
開催した。

取り組
み方針

・検討に必要な情報
提供等の支援【平成
28年度～】

― ― ― ― ― ― ― ― ― ・避難用のボートの
調達や訓練を実施
・緊急避難先の確保
や物資の拡充のた
め、民間事業者等と
の。協力協定を締結
する。【引き続き実
施】
・区内の防災備蓄倉
庫及び水防倉庫に
配備されているゴム
ボートについて、活
用方法を再検討す
る。

・避難用のボートの
調達や訓練を実施
・緊急避難先の確保
や物資の拡充のた
め、民間事業者等と
の協力協定を締結
する。【引き続き実
施】

― ・区から消防団へ、
救助用ボートを配備
している。【実施済
み】
・消防団と連携して
救命用ボートを活用
した訓練を実施して
いく。【平成28年度
～】
・啓発用のリーフレッ
トの発行を検討す
る。【平成28年度～】

・関係機関と連携
し、広域避難場所や
避難方法等につい
て検討と併せて、具
体的な被害低減に
向けた取り組みを検
討する。
【平成28年度～】

・緊急避難先の確保
等対策を検討する。
【引き続き実施】

・避難用のボートの
調達や訓練を実施
・緊急避難先の確保
や物資の拡充のた
め、民間事業者等と
の協力協定を締結
する。【引き続き実
施】
・本田消防団に４
艇、金町消防団に２
艇ゴムボートを貸与
しているため、ボート
活用訓練の成果等
について検証してい
く

・避難用のボートの
調達や訓練を実施
・緊急避難先の確保
や物資の拡充のた
め、民間事業者等と
の協力協定を締結
する。【引き続き実
施】
・災害救助用ボート
を３箇年計画で消防
団分団(26分団)に配
備する。【平成28～
30年度】
・条例に基づき、共
同住宅等の建築事
業者に対して備蓄倉
庫や救助用ボート等
の設置を義務付け、
水防意識向上を図
る。【引き続き実施】

H28取
組状況

・浸水想定のデータ
提供

― ― ― ― ― ― ― 水害時に避難受入
れが可能な集合住
宅に対する防災対
策用資器材交付制
度を開始した。（民
間の集合住宅等で、
区と災害協定を結ん
でいることが条件）

・避難用ボートの操
作訓練を実施（１１
月）

水防訓練において、
消防団と連携して救
助用ボートを活用し
た訓練を実施した。
【引き続き実施】

・東京都が主催する
広域避難の検討会
に参加し、広域避難
についての情報交
換を行った。

都・特別区における
水害時連絡会
（5/27）
水上ルート確保に向
けた検討会（2/10）

実施に向け検討中 本田消防団に４艇、
金町消防団に２艇ゴ
ムボートを貸与して
いるため、ボート活
用訓練の成果等に
ついて検証した

災害救助用ボートを
消防団に配備中。

取り組
み方針

・天端の保護工を実
施【平成31年度】

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

H28取
組状況

・板橋区舟渡地先な
どにおいて堤防天端
保護工を実施

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

取り組
み方針

・異常洪水時防災操
作(ただし書き操作）
に関する検討
・特別防災操作（下
流の被害軽減）に関
する検討
【平成28年度～】

― ・ダムの機能を最大
限活用する洪水調
節方法の検討を実
施する。【引き続き
実施】

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

H28取
組状況

（二瀬ダム）
平成２８年度は下記
の項目について検
討
　○　異常洪水時防
災操作開始水位の
検討
　○　特別防災操作
に関する点検項目
の検討

― 滝沢ダム及び浦山
ダムについて、洪水
調節機能の更なる
有効な活用方法の
検討を実施した。

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

取り組
み方針

・消防団等に的確に
情報が伝わるよう区
を通して訓練を実施
【引き続き実施】

― ― ― ― ・毎年5月に行われ
る洪水予報伝達訓
練にあわせて、水防
法第15条に基づく地
下街等と情報伝達
訓練を行っている。
【引き続き実施】

・毎年出水期前に、
地下街等管理者及
び要配慮者利用施
設管理者と洪水予
報伝達演習を実施し
ている。【引き続き実
施】

・要配慮者利用施設
や地下街等に対す
る伝達訓練を実施し
ている。【引き続き実
施】

・関係団体との適切
な連絡体制を構築
するとともに、連絡
手段の多様化に努
めていく。

・引き続き、水防訓
練などを通じて連絡
体制などについて実
施していく。【引き続
き実施】

・毎年5月に行われ
る洪水予報伝達訓
練にあわせて、水防
法第15条に基づく地
下街等と情報伝達
訓練を行っている。
【引き続き実施】

・区内消防署と調整
する。【引き続き実
施】
・毎年出水期前の洪
水予報伝達訓練に
あわせて、地下街等
管理者と情報伝達
訓練を行う。【引き続
き実施】

・引き続き、水防訓
練などを通じて連絡
体制などについて実
施していく。【引き続
き実施】

・水防訓練の際に、
消防署と伝達訓練を
実施している。
【引き続き実施】

・毎年行われている
水防演習などを通じ
て連絡体制を確認し
ている。【引き続き実
施】

・消防団への連絡体
制等は、区の指揮
命令系統になく、東
京消防庁を通して今
後実施を検討してい
く。

・消防署を通じて、
消防団（水防団）と
の連携を強化してい
く。【引き続き実施】

・消防署及び消防団
（水防団）との連携を
強化していく。

H28取
組状況

・4月に水防連絡会
を開催
・5月に訓練を実施

― ― ・毎年5月に行われ
る洪水予報伝達訓
練にあわせて、水防
法第15条に基づく地
下街等と情報伝達
訓練を行っている。

地下街等管理者及
び要配慮者利用施
設管理者と洪水予
報伝達演習を実施し
た。

引き続き実施 平成28年5月20日に
区内消防署及び消
防団と合同で総合
水防訓練を実施し、
連携を強化してい
る。

・毎年、洪水予報伝
達訓練にあわせて、
水防法第15条に基
づく地下街等と情報
伝達訓練を実施して
いる。【引き続き実
施】

平成28年5月に洪水
予報伝達訓練を実
施した【引き続き実
施】

・区内消防署と調整
する。【引き続き実
施】
・洪水予報伝達訓練
にあわせ、地下街等
管理者と情報伝達
訓練を実施（５月）

引き続き、水防訓練
などを通じて連絡体
制などについて実施
していく。

・水防訓練の際に、
消防署と伝達訓練を
実施している。
【引き続き実施】

・水防演習（5/31）な
どを通じて連絡体制
を確認した。
【引き続き実施】

消防署にて実施 消防署を通じて、消
防団（水防団）との
連携を強化してい
る。

消防団（水防団）が
参加する水防訓練を
実施。

M

消防機関等へ
の連絡体制の
再確認と伝達訓
練の実施

■効果的な水防活動を行うための水防体制強化

既存ダムの機
能を最大限活用
する運用方法の
検討等

■既設ダムの危機管理型運用方法の確立

Ｓ

V
堤防天端保護
の実施

F

垂直避難のリス
ク周知や広域避
難の必要性の
啓発に向けた取
組の実施

■垂直避難者の発生を踏まえた被害低減の対策

■危機管理型ハード対策
２）大規模氾濫に対する被害軽減のための取組　②洪水氾濫による被害の軽減、避難時間の確保のための取組

D

垂直避難者の
被害の低減に
向けた対策を実
施
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●平成２８年度取組状況表 ※(赤字：平成29年フォローアップに係る時点更新箇所)

項目 事項 内容 課題 関東地方整備局 内閣府 水資源機構 気象庁 東京都 千代田区 中央区 港区 文京区 台東区 墨田区 江東区 北区 荒川区 板橋区 足立区 葛飾区 江戸川区

資料３②

取り組
み方針

・重要水防箇所の共
同点検を実施【引き
続き実施】

― ― ・河川事務所が実施
し、流域区市町が参
加する共同点検に
同行し、リスクの高
い区間について確
認する。【平成29年
度～】

・毎年、国が実施し
ている重要水防箇
所等の共同点検へ
の参加【平成29年度
～】

― ― ― ― ― ・国、都と共同で護
岸の点検を行ってい
る。【引き続き実施】

・国、消防署と合同
で共同点検を行って
いる。【引き続き実
施】

・国、消防署等の関
係機関と共同点検を
実施している。【引き
続き実施】

― 実施する。
【引き続き実施】

・関係機関との共同
点検を引き続き行っ
ていく。【引き続き実
施】

・河川管理者や消防
との共同点検を実施
している【引き続き
実施】

・河川管理者、消防
署とともに河川の巡
視を実施している。
【引き続き実施】

H28取
組状況

・重要水防箇所の共
同点検を実施

― ― 流域区市町が参加
する共同点検に同
行し、リスクの高い
区間について確認
する予定であった
が、スケジュール調
整等ができず、28年
度の実績なし。

国が実施している重
要水防箇所等の共
同点検への参加

平成28年6月に国と
都と危険箇所の合
同点検を行った。
【引き続き実施】

・国、消防署と合同
で共同点検を行って
いる。【引き続き実
施】

国、消防署と合同で
共同点検を行ってい
る。

― 国や消防と共同で
荒川下流重要個所
巡視（6/7）を行っ
た。
【引き続き実施】

平成２９年度の共同
点検時には、消防団
へ情報提供されるよ
うに区内３消防署と
調整した

河川管理者や消防
との共同点検を実施
している

重要水防箇所の共
同点検に参加。

取り組
み方針

・水防管理団体が行
う水防訓練への参
加【引き続き実施】

― ― ・協議会関係機関が
実施する訓練に必
要に応じて協力す
る。【平成28年度～】

・利根川水系合同水
防訓練への参加【引
き続き実施】

・毎年、集中豪雨の
シーズン前である５
月に関係機関と連
携して水防訓練を実
施している。【引き続
き実施】

・区、消防署、消防
団と協働して、毎年
台風シーズン前に水
防訓練を実施してい
る。【引き続き実施】

・毎年実施している。
【引き続き実施】

・年1回関係機関と
合同で水防訓練を
実施している。【引き
続き実施】

・毎年、5月の水防
月間に、区と消防機
関が合同で、町会等
の関係機関も参加し
た水防訓練を実施し
ている。【引き続き実
施】

・毎年５月に消防署
との合同水防訓練を
行っている【引き続
き実施】

・毎年消防署との合
同水防訓練を実施し
ている【引き続き実
施】

・毎年5月に消防署・
区の合同水防訓練
を実施している。【引
き続き実施】

・荒川区水防訓練を
継続実施している。
【引き続き実施】

・毎年5月に、区と消
防機関が合同で、町
会や災害時支援ボ
ランティア等の関係
機関も参加した水防
訓練を実施してい
る。【引き続き実施】

・例年、5月に東京消
防庁と区で合同水
防訓練を実施してい
る。
【引き続き実施】

水防訓練を継続実
施している。【引き続
き実施】

・消防団及び各水防
関係機関の連携を
強化し、水防態勢の
万全を図る目的で水
防訓練を実施してい
る。【引き続き実施】

H28取
組状況

・水防管理団体が行
う水防訓練へ参加

― ― 東京消防庁・江戸川
区合同総合水防訓
練に参加したほか、
情報伝達訓練とし
て、利根川・荒川・多
摩川洪水予報連絡
会による洪水予報
伝達演習を実施し
た。

利根川水系合同水
防訓練への参加

・毎年、集中豪雨の
シーズン前である５
月に関係機関と連
携して水防訓練を実
施している。

区、消防署、消防団
と協働して水防訓練
を実施した。

引き続き実施 平成28年5月20日に
区内消防署及び消
防団と合同で総合
水防訓練を実施し
た。

・毎年、5月の水防
月間に、消防署と合
同で、町会等の関係
機関も参加した水防
訓練を実施してい
る。【引き続き実施】

平成28年6月に管内
消防署と合同水防
訓練を行った【引き
続き実施】

・毎年消防署との合
同水防訓練を実施し
ている【引き続き実
施】

毎年5月に消防署・
区の合同水防訓練
を実施している。

・荒川区水防訓練を
継続実施している。
【引き続き実施】

・区と消防機関が合
同で、町会や災害時
支援ボランティア等
の関係機関も参加し
た水防訓練（5/31）
を実施した。
【引き続き実施】

足立区・消防署合同
の総合水防訓練を
実施した

水防訓練を継続実
施している

各水防関係機関が
参加する水防訓練を
実施。

取り組
み方針

― ― ― ― ― ・区内消防署と協同
した入団促進活動を
実施。【引き続き実
施】

・区内消防署と連携
して、消防団員の募
集活動を行ってい
る。
【引き続き実施】

― ― ― ・他自治体の水防協
力団体の指定状況
等を確認し、募集等
を検討していく。

― ・消防署と協力して
行っている（消防
団）。【引き続き実
施】

― ― ・東京消防庁と連携
して、今後も引き続
き消防団の募集等
行っていく。【引き続
き実施】

― ・あらゆる機会を捉
え、消防団員の募集
広報活動を行い消
防団員の拡充を図
る。

H28取
組状況

― ― ― ・区内消防署と協同
した入団促進活動を
実施し、区の映像広
報でも消防団の活
動内容等を周知し
た。

区内消防署と連携し
て、消防団員の募集
活動を広報紙に掲
載した。

他自治体の水防協
力団体の指定状況
等を確認し、募集等
を検討していく。

消防署と協力して消
防団の募集等を
行っている。

消防署等と連携しな
がら消防団の入団
募集を引き続き行っ
ていく。

― 広報誌や募集チラシ
にて募集活動を行っ
た。

本庁舎のイベントス
ペースを利用した消
防団の活動展にお
いて消防団員の募
集チラシを配布。

取り組
み方針

・新技術（水のう等）
を活用した資機材等
の整備【平成28年度
～】

― ― ― ― ・新技術の開発状況
を注視し、活用を検
討していく。【平成28
年度～】

・新技術の開発状況
を注視し、活用を検
討する。【平成28年
度～】

・引き続き検討して
いく。【引き続き実
施】

― ・必要に応じて導入
していく。【平成28年
度～】

・土のうステーション
を整備し、区民等の
自主的な水防活動
を促す【引き続き実
施】

・新技術の開発状況
を注視し、必要に応
じて導入していく。
【引き続き実施】

・北区 水位・雨量情
報システム（石神井
川） HPで閲覧可能。
【引き続き実施】

・新技術の開発状況
を注視し、必要に応
じて導入していく。
【引き続き実施】

・板橋区気象観測シ
ステムにて水位・雨
量情報を取得・公開
（石神井川・白子川・
新河岸川）
【引き続き実施】

・新技術の開発状況
を注視し、効果的な
技術や資器材につ
いては、適宜活用を
検討していく。

― ―

H28取
組状況

・水防活動の資材の
支援として保有して
いる水のうの設置訓
練を実施。平成２８
年度は月の輪工法
での適用性を確認

― ― 新技術の開発状況
を注視し、活用の検
討を行う。

検討中 検討中 ・必要に応じて導入
していく。【平成28年
度～】

平成28年度は区内3
箇所に土のうステー
ションを増設した。
【引き続き実施】

・新技術の開発状況
を注視し、必要に応
じて導入していく。
【引き続き実施】

北区 水位・雨量情
報システム（石神井
川） HPで閲覧可能
となっている。その
他、新たなものにつ
いては、引き続き検
討する。

・新技術の開発状況
を注視し、必要に応
じて導入していく。
【引き続き実施】

・板橋区気象観測シ
ステムにて水位・雨
量情報を取得・公開
（石神井川・白子川・
新河岸川）
【引き続き実施】

救命胴衣などの水
防資器材を新規で
配備した

―

取り組
み方針

・排水機場の耐水化
を実施【平成29年度
～】

― ― ― ・水門・排水機場等
の耐震・耐水化対策
を行う【引き続き実
施】

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

H28取
組状況

・排水機場の耐水化
を実施するため、平
成２８年度から設計
を実施

― ― 水門及び排水機場
の耐水化を「東部低
地帯の河川施設整
備計画（平成24年）」
に基づき実施中

― ― ―

項目 事項 内容 課題 関東地方整備局 内閣府 水資源機構 気象庁 東京都 千代田区 中央区 港区 文京区 台東区 墨田区 江東区 北区 荒川区 板橋区 足立区 葛飾区 江戸川区

取り組
み方針

・排水機場の耐水化
を実施【平成29年度
～】

― ― ― ・水門・排水機場等
の耐震・耐水化対策
を行う【引き続き実
施】

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

H28取
組状況

・排水機場の耐水化
を実施するため、平
成２８年度から設計
を実施

― ― ― 水門及び排水機場
の耐水化を「東部低
地帯の河川施設整
備計画（平成24年）」
に基づき実施中

― ― ― ― ―

取り組
み方針

― ― ― ― ― ・地下駐車場入口に
止水板を設置済み。
【実施済み】

・庁舎の耐水対策を
検討する。
【平成28年度～】

・止水板等は準備し
てあるが、今後、浸
水防止のための新
たな資機材の導入
の検討を行う。

・庁舎の非常用電源
の２階以上への設
置及び庁舎の止水
対策の強化を検討
中

・区本庁舎において
は、止水板を設置済
【実施済み】

・区本庁舎において
は、止水板を設置済
【実施済み】

・防災センターにお
いて、１階入り口に
角落としを設置して
いる。非常用電源は
防水扉を設置し、耐
水対策を行ってい
る。【実施済み】

・区庁舎は高台のた
め特別な対策はなし

・本庁舎において、
想定される浸水深に
基づき、防災行政無
線起動のための非
常用仮設電源ルート
を2階以上に設定
・備蓄物資を本庁舎
8階に配備
【実施済み】

・庁舎の施設管理者
が、耐水対策の確
認を実施している。
【実施済み】

・庁舎及び自家発電
装置の耐水化につ
いて、本庁舎の各入
口に、止水板が設置
できる構造となって
いる。
・浸水した場合に備
えた排水ポンプを設
置済みである。【実
施済み】

・庁舎の施設管理者
が、耐水対策の確
認を実施している。
【引き続き実施】

・本庁舎については
浸水深以上の2階に
非常用電源を確保。
・小中学校改築の際
は体育館や防災倉
庫を２階に整備する
等の対応を検討して
いる。【引き続き実
施】

H28取
組状況

― ― ― ― ・地下駐車場入口に
止水板を設置済み。

検討中 引き続き、庁舎の非
常用電源の2階以上
への設置及び止水
対策の強化につい
て検討している。

区本庁舎において
止水板を設置してい
る。【実施済み】

・防災センターにお
いて、１階入り口に
角落としを設置して
いる。非常用電源は
防水扉を設置し、耐
水対策を行ってい
る。【実施済み】

・本庁舎において、
想定される浸水深に
基づき、防災行政無
線起動のための非
常用仮設電源ルート
を2階以上に設定
・備蓄物資を本庁舎
8階に配備
【実施済み】

・庁舎の施設管理者
が、耐水対策の確
認を実施している。
【実施済み】

実施済み 庁舎の施設管理者
が、耐水対策の確
認を実施している。

水害時の対応に配
慮した学校改築を継
続中。

R
排水施設の耐
水化を実施

R

《再掲》
排水施設の耐
水化を実施

Q

《再掲》
浸水時の災害
対応継続のた
めの対策（庁舎
の耐水対策等）
を実施

２）大規模氾濫に対する被害軽減のための取組　③一刻も早い生活再建及び社会経済活動の回復を可能とするための取組
■施設の耐水化

O

水防活動の担
い手となる消防
団や水防協力
団体の募集・指
定促進

O

迅速な水防活
動を支援するた
め新技術を活用
した水防資機材
等の配備

M
毎年、水害リス
クの高い箇所の
共同点検を実施

N

毎年、関係機関
が連携した実働
水防訓練を実施
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●平成２８年度取組状況表 ※(赤字：平成29年フォローアップに係る時点更新箇所)

項目 事項 内容 課題 関東地方整備局 内閣府 水資源機構 気象庁 東京都 千代田区 中央区 港区 文京区 台東区 墨田区 江東区 北区 荒川区 板橋区 足立区 葛飾区 江戸川区

資料３②

取り組
み方針

・地域の特性を踏ま
えた排水機場の排
水計画や排水ポン
プの設置箇所の選
定まで行った排水計
画を検討【平成28年
度～】

・「洪水・高潮氾濫か
らの大規模・広域避
難検討ワーキンググ
ループ」における検
討を踏まえ、今後検
討を行う。【平成28
年度～】

・排水支援が必要な
場合に要請が円滑
に行われるよう情報
共有を行う。また、
効率的な支援の実
施のためには、関係
機関との送水計画
の事前検討や合同
訓練、情報伝達体
制の強化を予め実
施できるよう協力す
る。【引き続き実施】

― ・氾濫時に排水可能
な排水機場や排水
ポンプ車について確
認し、国の排水計画
の策定に協力してい
く【平成28年度～】

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

H28取
組状況

・排水計画の検討に
着手

― 排水計画（案）の策
定状況を把握すると
ともに関係機関への
協力がどのような形
で可能か検討を行っ
た。

― 国の排水計画の策
定に協力していく

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

取り組
み方針

・機器操作訓練を実
施【引き続き実施】

・「洪水・高潮氾濫か
らの大規模・広域避
難検討ワーキンググ
ループ」における検
討を踏まえ、今後検
討を行う。【平成28
年度～】

・排水支援が必要な
場合に要請が円滑
に行われるよう、連
絡体制を整備する。
【平成28年度～】
・排水訓練に協力す
る。【平成28年度～】

― ・今後検討を進め
る。

・災害時における国
土交通省との情報
交換等に関する協
定及び地域防災計
画に基づき排水ポン
プ車の出動を要請。
【引き続き実施】

・排水ポンプ車出動
要請について、河川
管理者と連絡体制を
整備していく。
【平成28年度～】

― ― ・毎年実施している
水防訓練において
対応する。【引き続
き実施】

・排水ポンプ車の出
動要請について、河
川管理者と連絡体
制を確認し、排水訓
練実施の可否につ
いて検討していく。

― ― 毎年実施している水
防訓練において対
応する。
【引き続き実施】

― ― ― ・排水ポンプ車出動
要請の連絡体制を
構築し、排水ポンプ
車の増強を河川管
理者に求めていく。

H28取
組状況

・有事に備え、協定
会社を対象とした機
器操作訓練を実施

「洪水・高潮氾濫か
らの大規模・広域避
難検討ワーキンググ
ループ」における検
討を踏まえ、今後検
討を行う。

平成28年11月30日
に群馬県内の現場
でトラックの運転、ポ
ンプパッケージの設
営、操作の訓練を実
施した。

― 必要に応じて実施に
ついて検討

・災害時における国
土交通省との情報
交換等に関する協
定及び地域防災計
画に基づき排水ポン
プ車の出動を要請
する。

検討中 ― ― ・毎年、5月の水防
月間に、消防署と合
同で、町会等の関係
機関も参加した水防
訓練を実施してい
る。【引き続き実施】

「江東５区大規模水
害避難等対応方針」
において排水機能
の拡充を河川管理
者に求めていく方針
を策定。

― ― 毎年実施している水
防訓練に河川管理
者が所管する排水
ポンプ車を使用し排
水訓練の実施を要
請する。

― ― ― 「江東５区大規模水
害避難等対応方針」
において排水機能の
拡充を河川管理者
に求めていく方針を
策定。

R

排水ポンプ車出
動要請の連絡
体制を整備し、
排水計画に基
づく排水訓練の
実施

R

氾濫水を迅速に
排水するため、
排水施設情報
の共有・排水手
法等の検討を行
い、大規模水害
を想定した排水
計画（案）の作
成

■排水計画作成及び訓練の実施
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